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     建築物石綿含有建材調査者講習に係るインターネット等を 

     介したｅラーニング等による実施について 

 

 

 建築物石綿含有建材調査者講習登録規程（平成 30年厚生労働省、国土交通省、

環境省告示第１号。以下「登録規程」という。）等に関する疑義について、下記

のとおり取扱いを示すので了知されたい。 

 

記 

 

問 登録規程第２条第２項の規定による建築物石綿含有建材調査者講習をｅラ

ーニング等により行う場合の人数について、令和３年１月 25日付け基安安発

0125 第２号、基安労発 0125 第１号、基安化発 0125 第１号「インターネット

等を介したｅラーニング等により行われる労働安全衛生法に基づく安全衛生

教育等の実施について」では、会場ごとにおおむね 100人以内の受講者とする

よう示されている一方、一般社団法人全国登録教習機関協会が作成した「イン

ターネット等を介したｅラーニング等により行われる技能講習等の実施ガイ

ドライン」では、技能講習をｅラーニング等により複数会場で同時に実施する

場合においてはすべての会場の受講者の総和をおおむね 100 人以内とするこ

とが目安になるとされている。登録規程第２条第２項の規定による建築物石

綿含有建材調査者講習をｅラーニング等により複数会場で同時に実施する場

合において、人数の制限についてはどのように考えれば良いか。 

 

（答） 

  令和３年１月 25日付け基安安発 0125第２号、基安労発 0125第１号、基安



 

化発 0125第１号「インターネット等を介したｅラーニング等により行われる

労働安全衛生法に基づく安全衛生教育等の実施について」に従い、建築物石綿

含有建材調査者講習をｅラーニング等により複数会場で同時に実施する場合

においては、会場ごとにおおむね 100 人以内の受講者とするよう取り扱われ

たい。 


